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外国語活動における必然性のあるコミュニケーションを伴う単元構成

～意図的インプットと明確なアウトプットの場の設定による児童への影響～

中岡正年

子どもたちにとって日常的に話す言語とは異なる外国語 OO吾）を学習者 （小学校4年生）がいかにすれば話
したくなるかを考え本研究に取り組んだ3 これまでの実践から実際に子どもたちが外国の方に自分たちの考えや

思いを伝える場 （アウ トプットすることが可能な場）を設けることで積極的に活動する姿が見られ，外国語の表

現に慣れ親しむのに有効的だと考えt::.oそこで，本実践においては他教科との関連を図り，自分たちが学習した
ことや思いを他者に伝える場面を意識させインプッ トする場を，単元の終末にはアウトプッ トする場の設定を行

った。仮説の検証として，子どもたちの活動観察や実践後の聞き取り調査などを行った。その結果，学習者が積

極的に学習したことを振り返り，外国語の習得具合を確認している姿が観察できた。また多くの子どもたちが今

後も外国語をさらに習得したい思いをもっている結果が得られた 。

キーワード： 外国語活動情報端末，省察性，自己分析，カリキュラム ・デザイン

1 . 研究の目的
本実践の子どもたち （小学校4年生）は，昨年度か

らの外国語活動において継続して簡単な英語の歌を歌

ったり，ゲームを行ってきたり したことで英語での表

現に慣れてきている状態にある。また英語圏以外のゲ

ストティーチャーとの交流をとおして，他国の文化に

も興味をもつ子どもも増えてきている。一方で，実際

に訪日外国人にウェルカムカードを渡す実践も行って

いる。その際，緊張してしまったり，上手く自分の考

えや思いを伝えられなかったりしたことで，悔しい思

いを している子どももいt¼ しかし，その実践から多

くの子どもが英語を話したい，外国の方とコミュニケ

ーションをとりたいという思いがより高まっていた

（図1)。

図1 ウェルカムカードを渡す場面とウェルカムカード

そこで，単元の終末に，既習事項や自分の思いを訪

日外国人の方に伝える場を設定し， 学習者がそのこと

を意識しつつ，外国語での表現をインプットする場面

を設けた。そうすることで，コミュニケーションに必

要な言葉を既習事項から考え，新しい表現を積極的に

習得し， 主体的に学習に取り組むと考えた。その仮説

を検証するために，単元を構想し実践中とその後にお

いて，子どもたちの活動観察や聞き取り調査などを行

った。

また，単元の終末場面には外国語を活用する意義や

必要性を子どもたちが感じられるように関西国際空港

にて自分たちの学習した内容をもとに和歌山の魅力を

伝える場面を設けた。そのごとは，コミュニケーショ

ンをとる相手が明確であれば学習者がより英語を話し

たいという意識をもつと期待したためである。

単元構成として，単元の終末に実際にアウトプッ ト

の場を設けることは多くの実践において行われている。

しかしながら，その多くは，普段行われている教室

等にゲス トティーチャーという形で来ていただいた方

に，自分たちの既習の内容を伝えることが多いと想定

される。また，その際には日本語が堪能な方が対応す

ることも多く，子どもたちが必然性や緊迫感をもって

英語でコミュニケーションをとっているとはいえない

だろう。

そこで，本実践においては自然な形で多くの外国の

方が利用している関西国際空港に足を運び，訪日外国

人の方に自分たちから話しかけ，和歌山の魅力を伝え

るという単元の設定を行った。こうすることで，外国

語を活用すること，コミュニケーションを図ることに

必然性が生まれると考えた。また，他教科や他領域と

連携するごとで，自分たちの学習したごとが伝えたい

情報として子どもたちの中で醸成され，活動に積極的

に参加することも考えt~ さらにカ リキュラム ・デザ

インの視点で多くの教科・領域と関連をもたせて学習

を行うことは，学習内容の強化も同時に図ることにも

なる。

本実践を核と して外国語活動全体と，主に総合的な

学習の時間 （本校ではCHANGEと名称をつけている）

の「ウェルカムカードをわたそう」，社会科の「わたし

たちの県の様子」，国語科の「自分の考えを伝える」と

関連させた。自分の思いや調べたものを伝えることを

軸とすることで，情報の収集表現の模索を検討し続

けると想定した（図2)。
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研究授業n
第 4学年外国語活動「和歌山に来てください !My favorite place is 000-」

指 導者 ：中岡正年

［各教科 ・俵域において習得した知●（内響知・方法知・体●知）の活層・霧瓢が霙され．互いの震寛のカコセスが完寓 していくイメ ージ】

CHANCE 「ウェルカムカー ドをわたそう ！」

• 宿泊研修時の高野山にて訪日外因人の方に会い，日

本に来てくれたことを感謝する「ウェルカムカード」

を渡した。その後調べてわかった，和歌山より京都や

奈良の観光客の数の方が多いという気付 きが

CHANGEの一霞定のブロセス書売寓させる．

外国語活動 「和歌山に来てくださ

い !My favorire place is 00  !」

・CHANGEで潤べた和歌山の魅力や

よさに関する知識が外国語活動の●

●鱈宣や●●履●のプロセスを完●さ

せる．

国語科「00リーフレッ トを

つくるう」

・CHANGEで得た和歌山の魅

力やよさを伝えたいという思

いが田語科の●●霞II!や●●

履●のブロセス鼈売霙さ愴も

戸
CHANGE 

Ill■鱒決①
『買●山●は●力が●いのに外●からの・りと書が少ないのはなぜだろうJ

閏■鯛決②
『とうすれば買l●山にも*•く外●からの■光響がくるだろう」

探
究
力

社会科「わたしたちの県の様子」

・社会科で躙ぺた日本や和歌山の文化や特産物．地

形などに関する知識が CHANGEの●●戴定や傭

・順●のブロセス覺充寓させる．

・問題鰭決①のためにも自分たちが日本のことを

「知る」ことが必要であるという認識が社会科の

一戴竃や憤●頓●のブロセス量亮●させる．

特別活動 「ようこそ！私達の

学校へ ！」

・クイのカセサー I-大学附屈小学

の子どもたちと触れ合って学ん

だ海外の言葉や文化などに関す

る知識がCHANGEの■■鰭宣や
傭霞叡のブロセス書充●させる．

音楽科 「外国の人に和のよさを伝えよ う」

・音楽科で学んだ和楽器や日本の音階に関する知

まがCHANGEの●●載●のプロセス畳完冥させ

る．

・CHANGEで潤べた日本や和歌山の魅力やよさ

に関する知諏が音楽科の●●戴II!や●●載●

のプロセス奮充翼させる。

図2カリキュラム・デザインの表

また，英語の表現として，自分の好きな場所を伝え さらに，子どもたちが楽しみながら，自身の成長を

る際には，既習の「Ilike~」 「Because~.J等の表 感じられるように，タブレット端末の録画機能を活用

現を活用することが考えられた。実際に伝える相手を したり，学習の内容をファイ リングしたりすることで，

明確に意識させ，自分の思いを伝えるために，必要な 客観的に学習進度などを確認できるようし，日々 の活

ことを考える中で，子どもたちが課題解決に向けて探 動を記録させた。これらの手立てをもって仮説を検証

究する姿に繋げることを期待しt~ なお，本校は するために子どもたちの活動分析やアンケート調査，

2018年度の研究主題を「未来に生きて働く資質・能 学習者ヘインタビューなど行い考察を行うことにした。

カの育成」と設定しており，身に付けさせたい資質 . 3. 研究の方法

能力を 「探究力」と「省察由の2つと捉えている。 自分の思いを伝える場を具体的に設定することで，

外国語活動においては， 「探究力」と「省察性」を次 伝えたい思いを外国語で話すための必然性をもたせる

のように定義しt~ ことになる。一方で，それを行うには外国語での表現

「省察性」 をインプッ トすることが必要になる。そこでインプッ

習得した知識を自分の生活や文化と関連付けて 卜をする際には，伝えるために必要な表現を既習事項
より深く理解し， 情報を精査し， 身に付けた思考
力を発揮させ課題に対して解決策を考える資質 ・

から考えさせるために次の点を子どもたちに意識させ

能力 た。

「探究力」 好きな場所や理由の相違をクイズ形式で互いに尋
外国語やその背景にある文化，社会，世界，他者 ねたり答えたりし，積極的なコミュニケーションi~~!;:tii it:?=iiJ臼 ＇を行うようにすること

能力

2. 研究仮説と検証方法
以上のことを踏まえ，研究仮説を次のように立てた。

外国語活動において，単元の終末の活動に既習
の内容を外国語で伝える必然性と意医的に伝えた
い「輝をインプッ トし，韻戎させることにより，子
どもたちの中で，既習の内容が教科間において連
携強化され，外国語では，自分の伝えたい思いは
どのような表現をするのだろうかと思考し，外国
語での話し方を探究するようになる。

また，社会科の学習を想起させつつ，お気に入りの

場所を尋ねたり，答えたりする活動も行った（図3)。

戸~

図3 お気に入りの場所
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さらに，実際にコミ

ュニケーションを

図る場を設定し，自

分たちの思いを伝

えるための手立て

となるように和歌

山県の魅力をまと

めたパンフ レット

を作成し，それをも

とにコミュニケー

ションを図るよう 図4 社奇斗の学習の掲示と子どもが

にした （図4)。 作成したパンフレット

このように常時，他教科との連携を図り，既習のこ

とを想起させ，コミュニケーションを図る場面を継続

して意識させた。そのことにより，子どもたちにとっ

てインプット とアウ トプッ トが連携した意味のある活

動になると考えにさらに，子どもたちがもっと外国

語を話したいと感じるために必要な活動になると考え

次のように単元を構成しt~

単元計画 （全7時間）

第1時

第2時

第3時

第4時

第5時

第6時

第7時

外国語で自分のお気に入りの場所の伝え
方を考え，表現を知る。
主教材を活用し，学校の中で好きな場所
を伝える表現を知ったり，FLTに相談した
りする。
和歌山の中でのお気に入りの場所を考
え，外国語で伝える表現について知る。
主教材を活用し，和歌山の好きな場所を
伝える表現を知ったり，FLTに相談したり
する。
実際にインタビューをする場面を想定し
て，友達とお気に入りの場所についての
3ヒン トクイズを行う。
外国の方に，自分のお気に入りの場所を
伝える表現を知ったり，FLTに相談したり
する。
外国の方に，
伝える。

自分のお気に入りの場所を

一方で，教室のような，普段の環境の中でインプッ

トの活動を行うのは次のような利点があると考えられ

る。外国の方に外国語で何かを尋ねたり答えたりする

ことは普段の生活の中で機会がなく，多くの者にとっ

て不安や緊張を感じることにもなる。しかし，普段

活動をともにしている友だち同士であれば心理的なプ

レッシャーは軽減される。よって，教室は外国語の表

現に慣れ親しむために適した環境だと捉えている。

また，子どもたちが楽しみながらインプッ トができ

るように，和歌山のお気に入りの場所についてクイズ

を出し合う活動を行っteoこうすることで，相手と積
極的にコミュニケーションを取ろうとする思いが高ま

り，外国語でのやりとりを繰り返す中で言葉は互いの

理解を深めるためのものであることに気付くとも考え

た。その結果探究と省察が生じ，さらに言葉や表現

を獲得しようとする思いをもち，子どもたちが今後も

外国語ではどのように表現するのだろうと思考を継続

することを期待した。

4. 研究の実際と考察
第5時において，社会科での学びと自分自身が伝え

たい思いを意識させるために「Wakayamacity」や

「Kiminotown」など地名を外国語で話させた。このこ

とによって外国語活動と社会科との学習が相互に強化

されることを期待したが，本時の大きな活動である「3

ヒントクイズ」にて，次のような注意点が必要であっ

たことが明確になった。まず，問頓文に地名が入るの

であれば，3番目に必ず言うことを徹底させるべきで

あったことである。例として「粉河寺」のように「Kokawa

temple」であるならば，回答者に即座に 「粉河」と連

想されてしまうので1問目で回答者に地名が推測され

てしまう。質問者にクイズでの出題のJi瞬甘や意図をよ

り意識させる必要があった。

また，ホワイ トボー ドに示した情報を改めて，考察

した際に，文字闇報が多かったことも課題であること

が考えられた。外国語の表現に慣れ親しむ意図もある

のだが，学習者の理解をより難解にしてしまった可能

性がある。さらに，メインのスライドとターゲッ トセ

ンテンスやタイ トルにも差異があり子どもたちの思考

がまとまらなくなってしまった可能性もあったことは

大いに改善を ~-:=-.. .』 .~.i·:.-~「立 し 直置■
する必要を感

じている （図

5)。

一方，探究と

省察性を高め

るための振り

返りの時間において，子どもたちから次のような意見

がみられた》

図5 第5時の授業場面
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Good. では，最後にもう一問してみよう。
Where is my favorite place ? 
I like mikans. 
I like Kue. 
I like Shirasaki 
Where is this? 
Tanabe city. 
紅idagawato叩 ．
No. It's Yura town. 
あー。
これで外国人の人とお話しできますか？
なんて言ったらいいと思う ？
よろしくお願いしますとか，あいさつとか，
お礼とか ・・
いいですね3
もう少しもっといろんな言い方を学んだら，和
歌山の良さをもっと伝えられると思います。
それでは振り返りを書いてください。

coast. 

この振り返りのやり取りをとおして，子どもたちは

単元の中での外国語での表現を十分に理解していると

判断できる。その上で，子どもたちは，実際の場面で

は自分たちの学習した内容を伝えて，コミュニケーシ
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ョンを図るには，挨拶やお礼を行うことが必要である

としている。これは，他者を意識しているからこその

発言だと考えられる。

そこで，第7時に関西国際空港にて自分のお気に入

りの場所を外国の方に伝える実践を行った。

子どもたちは，グループで協力しながら外国の方に

話しかけ，自分のお気に入りの場所を伝える活動を行

った。限られた時間と場所での実践であったが，どの

グループも複数の外国の方に話しかけ自分のお気に入

りの場所を伝えることができた（図6)。

~ 
回6 関西国際空港での活動場面

5 成果と課題

授業後の感想やアンケート調査によって，本実践を

とおして，子どもたちの多くは，本実践に肯定的な意

見をもっていることがわかった（図7)。
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図7 子どもの記述

本実践に協力，参加してくださった和歌山大学，尾上

准教授からも次のようなコメントを頂いている。

「私がフォローしたグループも最初は緊張していまし

たが慣れてくると積極的にお話をしに行っていて，相手

の方が和歌山の地名と位置が不案内だと感じとると，さっ

と地図を見せて説明をしていました。大したものだと思い

ます。もちろん課題も見えてきましたが，今回の活動は

子どもたちにとっても自信につながる経験だったのでは

ないかと思います。」

低学年や中学年では初めて外国語に触れる子どもも

いるため，まずは外国語の表現に慣れることが重要で

あることは普段幌受業からも実感している。そして，

外国の方とコミュニケーションをとるためには，ある

程度の単語や表現のインプットは必要不可欠であると

も考えている。また，子どもたちへの調査を行い次の

ことが明らかになったと考えている。英語の単語や表

現をインプッ トする際もコミュニケーションをとる相

手を明確に意識していくことは，学習者である子ども

たちの言葉の習得や意識の向上に有効的に働いたとい

うことである。なぜなら，伝える場所があり，コミュ

ニケーションをとる場面が設定されているという必然

性があることで，自身の思いをいかに他者に伝えるか

という他者意識をもつことが自分自身の課題となった

からだと考えている。

本実践をとおして，外国語を使う必然性がある活動

とコミュニケーションをとる必然性がある活動を連携

させること，また他教科や他領域との関墾を行い伝え

たい内容を明確にすることで子どもたちが積極的に外

国語を活用したいと考えることに効果的に作用すると

いう見解が得られたと考えている。

今後も，対象者を明確にし，より実際の場をイメー

ジできるような単元の設定や教具のエ夫を行げ犯莞と

仮説を検証するために実践を継続したいと考えてい

る。

一方で，毎回そのような単元の設定は困難であるこ

とも考えられるので，子どもたちが将来，外国語表現

を使うことが必然的なことであると考えられるような

場面の設定を行う実践も構想していきたいと考えてい

る。
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